
▼
一
〇
月
末
、
西
ア
フ
リ
カ
に
滞

在
歴
の
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

羽
田
空
港
で
発
熱
症
状
が
認
め
ら

れ
、
日
本
で
初
め
て
の
エ
ボ
ラ
出

血
熱
患
者
発
生
か
、
と
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
。
結
局
、
パ
ト
カ
ー
に
先

導
さ
れ
て
搬
送
さ
れ
た
国
立
国
際

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
検
査
結
果

が
陰
性
と
出
て
事
な
き
を
得
た
。

▼
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
日
、

筆
者
は
ち
ょ
う
ど
件
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
直
前
に
滞
在
し
た
と
い

う
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
向
か
う
途
上

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
病
名
の
由

来
と
な
っ
た
エ
ボ
ラ
川
は
ベ
ル
ギ

ー
の
旧
植
民
地
コ
ン
ゴ
に
位
置
す

る
。
ア
フ
リ
カ
系
の
移
民
も
街
に

は
多
く
、
空
港
や
駅
の
雑
踏
で
如

何
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
な
人
々

と
の
接
触
を
避
け
る
か
、
な
ど
と

余
計
な
気
を
も
ん
だ
。
▼
ア
フ
リ

カ
と
の
関
係
が
深
く
な
い
日
本
で

は
、
今
回
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
他

人
事
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
他
の
感
染
症
に
比
べ
る

と
、
一
般
の
人
々
の
知
識
や
関
心

も
乏
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
▼
人
類

の
存
亡
に
関
わ
る
感
染
症
に
対
し

て
、
島
国
で
あ
る
日
本
が
「
水
際

作
戦
」
を
最
重
視
す
る
の
も
一
理

は
あ
る
。
だ
が
、
仮
に
中
国
で
感

染
が
広
が
っ
た
場
合
に
水
際
で
食

い
止
め
ら
れ
る
の
か
。
米
国
内
の

感
染
対
策
に
関
連
し
て
オ
バ
マ
大

統
領
が
力
説
し
た
よ
う
に
、
何
と

か
発
生
源
で
封
じ
込
め
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
「
検

疫
」（quarantine

）
の
語
源
は
イ
タ

リ
ア
語
の
「
四
〇
日
間
」
だ
が
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
場
合
に
は
「
二

一
日
間
」
の
経
過
観
察
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
現
地
で
活
動
す
る
医

療
関
係
者
は
、
そ
の
間
、
家
族
と

の
接
触
も
避
け
孤
独
に
恐
怖
と
戦

う
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
も
な
お

事
態
の
収
束
に
努
力
す
る
姿
勢
に

は
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ

る
。
発
熱
の
な
い
こ
と
に
安
堵
す

る
我
が
身
の
小
さ
さ
を
恥
じ
つ
つ
、

国
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
考
え
な
が
ら

の
帰
国
の
途
で
あ
っ
た
。
（
ヒ
ゲ
）
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平
成
二
十
六
年
度
の
友
愛
ド

イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨

年
を
大
き
く
上
回
る
五
十
七
名

（
一
般
五
十
一
・
学
生
六
）
の

応
募
が
あ
り
、
男
性
も
昨
年
を

上
回
り
十
三
名
と
な
っ
た
。

十
月
二
十
二
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
た
一
次
予
選
で
は
、
審

査
員
を
悩
ま
せ
る
ほ
ど
の
高
得

点
が
続
出
し
、
結
果
二
次
予
選

へ
の
出
場
は
、
例
年
の
数
を
上

回
る
三
十
一
名
（
一
般
二
十

八
・
学
生
三
）
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
午
後
三
時
か
ら

開
催
予
定
の
二
次
予
選
は
三
十

分
繰
り
上
げ
て
開
催
さ
れ
た
。

精
鋭
十
名
の
競
演
と
な
る
本

選
会
は
、
十
二
月
十
二
日
（
金
）

一
六
時
四
〇
分
よ
り
文
京
シ
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
る
。
当
日
は
、
ご
来
場

の
方
々
が
投
票
で
選
ぶ
聴
衆
者

賞
も
選
出
さ
れ
る
。
是
非
会
場

で
生
演
奏
の
迫
力
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

＊
本
選
会
チ
ケ
ッ
ト
は
事
務
局

ま
で
。
当
日
売
り
も
あ
り
ま
す
。

再
び
ベ
ト
ナ
ム
訪
問

九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま

で
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
を
訪
問

し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
目
的

の
一
つ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
初
め
て
の
日
本
資
本
に
よ
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開

院
式
出
席
。
も
う
一
つ
は
、
機

関
誌
『
友
愛
』
七
月
号
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
米
軍
に
よ

る
枯
葉
剤
の
影
響
で
今
も
な
お

そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る

特
に
子
供
達
に
、
無
料
の
整
形

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い

る
プ
ッ
ク
ラ
ム
国
際
総
合
病
院

へ
の
車
椅
子
贈
呈
式
に
出
席
の

た
め
で
す
。

日
本
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設

は
、
現
地
で
働
い
て
い
る
邦
人

に
と
っ
て
朗
報
で
す
。
何
故
な

ら
、
私
も
米
国
留
学
時
代
に
同

じ
思
い
を
経
験
し
た
の
で
す

が
、
日
本
人
が
異
国
の
地
で
ド

ク
タ
ー
に
診
て
も
ら
う
時
に
、

自
分
の
体
調
や
意
思
を
言
葉
の

問
題
等
に
よ
り
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
苦
労
を
す
る

こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
開
院

ま
で
に
は
法
律
を
含
め
考
え
方

の
違
い
な
ど
か
ら
許
可
申
請
す

る
の
に
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
友
愛

溢
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

四
〇
年
経
た
今
も
残
る
枯
葉
剤

の
影
響

ま
た
、
私
は
昨
年
、
永
年
の

友
人
で
あ
り
越
日
協
会
会
長
で

あ
る
ヴ
ー
・
カ
イ
先
生
の
ご
紹

介
に
よ
り
、
ハ
ノ
イ
郊
外
の
プ

ッ
ク
ラ
ム
国
際
総
合
病
院
を
訪

れ
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

終
結
か
ら
ほ
ぼ
四
〇
年
も
経
つ

の
に
、
未
だ
に
米
軍
に
よ
っ
て

撒
か
れ
た
枯
葉
剤
の
影
響
で
、

四
肢
や
脳
、
五
感
な
ど
に
障
が

い
を
持
つ
子
供
た
ち
が
何
万
人

と
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
含
ま

れ
る
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に

よ
り
、
遺
伝
子
に
異
常
を
き
た

し
三
代
に
わ
た
っ
て
苦
し
ん
で

い
た
り
、
土
地
や
水
が
汚
染
さ

れ
、
体
が
冒
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
人
々
も
お
ら
れ
る
こ
と

を
、
同
病
院
の
ロ
ン
院
長
か
ら

伺
っ
た
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
ベ
ト
ナ
ム
政
府
も

対
策
は
取
っ
て
お
り
、
米
国
も

そ
れ
な
り
の
対
応
は
当
然
な
が

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ

れ
と
は
別
に
、
何
か
お
手
伝
い

が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
院
内

や
通
院
す
る
た
め
の
車
椅
子
が

十
月
三
十
日
（
木
）
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十
五
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ

ン
ク
ー
ル
の
二
次
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、
十
名
の
精
鋭
が
本
選
会
に
駒
を
進
め
た
。
本
選
会
は
、
十
二
月

十
二
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２

福
田
夕
華
さ
ん

ソ
プ
ラ
ノ
　
学
生
の
部

１

吉
田
志
門
さ
ん
　

テ
ノ
ー
ル
　
学
生
の
部

８

川
口
真
貴
子
さ
ん

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
　
一
般
の
部

４

菅
谷
公
博
さ
ん

バ
リ
ト
ン
　
一
般
の
部

７

伊
藤
達
人
さ
ん

テ
ノ
ー
ル
　
一
般
の
部

５

杉
山
由
紀
さ
ん

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
　
一
般
の
部

３

原
　
千
裕
さ
ん

ソ
プ
ラ
ノ
　
一
般
の
部

６

橘
田
有
美
さ
ん

ソ
プ
ラ
ノ
　
一
般
の
部

贈呈式では、ベトナム共産党のズン中央宣伝局社会部長より感謝状が贈られた。
プックラム病院にとっても日本友愛協会にとっても嬉しいできごとである

10

照
屋
篤
紀
さ
ん

テ
ノ
ー
ル
　
一
般
の
部

９

中
嶋
俊
晴
さ
ん

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
　
一
般
の
部

本
選
会
出
場
者
の
お
名
前
を
写

真
・
声
域
と
共
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
氏
名
の
前
の
数
字
は

本
選
会
の
出
演
順
で
す

二
面
に
つ
づ
く
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圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
今
回
、
日
本
友

愛
協
会
と
同
じ
く
私
が
理
事
長

を
務
め
る
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研

究
所
が
協
力
し
、
加
え
て
ア
ビ

リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ケ
ア
ネ
ッ
ト
社

の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
車

椅
子
を
五
〇
台
贈
呈
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

感
激
の
車
椅
子
贈
呈
式

贈
呈
式
で
は
ベ
ト
ナ
ム
流
の

踊
り
や
歌
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受

け
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
共

産
党
の
ダ
オ
・
ヴ
ァ
ン
・
ズ
ン

中
央
宣
伝
局
社
会
問
題
部
長
、

前
国
家
副
主
席
チ
ュ
ン
・
ミ

ン
・
ホ
ア
氏
か
ら
感
謝
の
挨
拶

が
あ
り
、
最
後
は
障
が
い
を
持

つ
子
供
達
も
満
面
の
笑
み
で
車

い
す
に
座
っ
て
記
念
の
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
、
感
動
の
渦
が
巻

き
起
こ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

出
来
る
こ
と
は
小
さ
な
事
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
子

供
達
の
笑
顔
が
見
ら
れ
れ
ば
、

こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
ベ
ト
ナ
ム
国
民

の
謝
辞
」
と
い
う
詩
が
披
露
さ

れ
、
日
越
に
お
け
る
民
間
同
士

が
互
い
に
発
展
し
喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
関
係
の
大
切
さ
を
強

く
認
識
し
た
次
第
で
す
。

そ
の
後
、
日
曜
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ

ン
首
相
と
の
会
談
が
首
相
府
に

お
い
て
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
ン
首
相
か
ら
は
、
越
日
の

友
好
関
係
に
対
す
る
尽
力
、
そ

し
て
首
相
時
代
に
越
日
関
係
の

発
展
に
努
め
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院
と
、

プ
ッ
ク
ラ
ム
国
際
総
合
病
院
へ

の
車
椅
子
贈
呈
に
首
相
も
大
変

感
動
さ
れ
、
日
越
の
協
力
関
係

を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な
っ

た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

私
か
ら
、
車
椅
子
の
贈
呈
と

は
別
に
、
枯
葉
剤
で
汚
染
さ
れ

た
土
地
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等

を
除
去
す
る
こ
と
を
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
使
っ
て
日
本
の
技
術
協
力
で

行
え
な
い
か
、
と
い
う
提
案
を

し
、
ま
た
、
日
越
両
国
に
お
け

る
中
国
と
の
領
土
問
題
に
つ
い

て
、
対
話
に
よ
る
解
決
が
大
事

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
ズ
ン
首
相
か
ら

は
、「
枯
葉
剤
の
影
響
が
あ
る

患
者
が
、
国
内
に
二
〇
〇
万
人

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
元
々
、
農

業
や
水
産
業
の
国
で
あ
り
、
今

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
遊
牧
民
の

家
パ
オ
（
ゲ
ル
）
の
前
で
、
モ

ン
ゴ
ル
特
有
の
楽
器
「
馬
頭
琴
」

の
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と

は
、
友
愛
山
荘
に
パ
オ
が
設
置

さ
れ
た
と
き
か
ら
の
理
事
長
の

希
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
希
望
が

愛
優
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
石
川
宏
子
代
表
）
の
ご
協
力

を
得
て
、
実
現
さ
れ
る
日
が
訪

れ
た
。

本
年
二
月
、「
友
愛
ク
ラ
ブ
」

で
馬
頭
琴
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
響
」

の
演
奏
会
を
行
い
、
出
席
し
た

鳩
山
理
事
長
が
馬
頭
琴
の
演
奏

を
試
み
る
な
ど
、
友
好
的
な
交

流
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
日

本
在
住
の
馬
頭
琴
奏
者
ウ
ル
グ

ン
さ
ん
か
ら
、
理
事
長
に
馬
頭

琴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
の

申
し
出
を
い
た
だ
き
、
理
事
長

も
大
い
に
喜
ん
で
こ
れ
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
来
、

機
会
を
作
っ
て
パ
オ
の
前
で
の

演
奏
会
・
贈
呈
式
開
催
は
懸
案

と
な
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

当
日
は
、
空
模
様
が
心
配
さ

れ
た
が
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
ピ
ア
ノ
を

芝
生
の
庭
に
運
び
、
俄
か
仕
立

て
の
客
席
を
作
り
、
準
備
を
進

め
た
。

演
奏
開
始
時
間
の
三
十
分

前
、
大
き
な
出
来
事
が
起
き
た
。

な
ん
と
理
事
長
が
お
連
れ
し
た

お
客
様
の
中
に
は
、
か
の
有
名

な
故
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

さ
ん
の
お
父
さ
ん
、
ジ
ョ
セ

フ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
。
ビ
ッ
グ
ゲ

ス
ト
の
出
現
に
、
会
場
は
驚
き

と
喜
び
で
騒
然
と
な
っ
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ

ん
は
気
さ
く
に
皆
さ
ん
に
混
じ

っ
て
、
馬
頭
琴
の
演
奏
を
楽
し

ま
れ
た
。
演
奏
終
了
後
、
ご
自

身
も
音
楽
家
で
あ
る
こ
と
か
ら

馬
頭
琴
に
大
い
に
興
味
を
い
だ

か
れ
、
演
奏
を
試
み
見
事
に
初

め
て
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

九
月
二
十
二
日
（
月
）
軽
井
沢
友
愛
山
荘
に
お
い
て
、
馬
頭
琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
か
ね
て
よ
り
馬
頭
琴
奏
者
ウ
ル
グ
ン
さ
ん
よ
り
、
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
に
馬
頭
琴
を
贈
呈
し
た
い
と
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
そ
の
贈
呈
式
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
近
隣
の
方
々
を
初
め
多
く
の
方
が
緑
の
芝
生
の
上
で
演
奏
を

楽
し
ん
だ
。
理
事
長
が
お
招
き
し
た
ビ
ッ
グ
ゲ
ス
ト
に
、
来
場
者
も
演
奏
の
ウ
ル
グ
ン
さ
ん
も
大
興
奮
の
一
場
面
も
あ
り
、
和
や
か
で
華
や
か
な
贈
呈
式
と
な
っ
た
。

き
れ
い
な
音
を
奏
で
て
い
た
。

ウ
ル
グ
ン
さ
ん
の
伴
奏
を
勤

め
た
の
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
井

出
徳
彦
さ
ん
、
第
二
十
四
回
友

愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
共
演
者
賞
を
受
賞
さ
れ

た
方
で
あ
る
。
こ
の
井
出
さ
ん

か
ら
ご
縁
が
始
ま
り
、
ウ
ル
グ

ン
さ
ん
と
の
ご
縁
に
つ
な
が
っ

た
、
結
び
の
神
で
も
あ
る
。

ウ
ル
グ
ン
さ
ん
は
、
自
身
の

作
曲
し
た
曲
、
馬
が
草
原
を
走

る
様
子
を
表
現
し
た
曲
な
ど
を

演
奏
し
、
聴
衆
を
モ
ン
ゴ
ル
の

草
原
に
誘
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン

ゴ
ル
民
謡
独
特
の
発
声
法
、
一

人
が
同
時
に
三
種
類
の
音
色
・

音
階
で
歌
う
「
ホ
ー
ミ
ー
」
を
披

露
し
、
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
に
贈
呈

さ
れ
た
馬
頭
琴
は
、
ウ
ル
グ
ン

さ
ん
が
故
国
に
帰
り
、
弾
き
や

す
い
よ
う
に
調
整
さ
れ
た
も
の

を
厳
選
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
の

で
、
理
事
長
は
早
速
ウ
ル
グ
ン

さ
ん
の
指
導
を
受
け
挑
戦
。
こ

れ
か
ら
も
っ
と
練
習
し
ま
す
の

言
葉
を
実
践
す
べ
く
、
大
切
そ

う
に
抱
え
て
、
い
た
だ
い
た
馬

頭
琴
を
持
ち
帰
っ
た
。

＊
馬
頭
琴
に
つ
い
て
演
奏
会
な

ど
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

友
愛
事
務
局
ま
で
気
軽
に
！

ウ
ル
グ
ン
さ
ん
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

馬
頭
琴
が
理
事
長
に
贈
ら
れ
た
。
ウ
ル

グ
ン
さ
ん
の
笑
顔
が
、
印
象
的
だ

ジ
ョ
セ
フ
・
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
（
右
）
ウ

ル
グ
ン
さ
ん
（
中
）
鳩
山
理
事
長
（
左
）

の
三
人
が
笑
顔
で
撮
影
に
応
じ
て

ウ
ル
グ
ン
さ
ん
の
名
演
奏
に
来
場
者
は

聞
き
入
っ
て
い
た
。
鳥
の
声
、
風
の
音

も
素
晴
ら
し
い
伴
奏
と
な
っ
た

合
宿
中
の
上
智
大
学
杉
谷
ゼ
ミ
の
学

生
さ
ん
も
突
然
の
出
来
事
に
ビ
ッ
ク

リ
。
理
事
長
ご
夫
妻
と
記
念
写
真

「
パ
オ
を
背
に
馬
頭
琴
の
演
奏
会
が
で

き
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て

う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
鳩
山
理
事
長

贈
ら
れ
た
車
椅
子
に
早
速
座
っ
て
笑
顔

を
見
せ
る
子
供
た
ち
。
親
御
さ
ん
も
嬉

し
そ
う
に
見
守
っ
て
い
る

ベ
ト
ナ
ム
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
る
鳩
山
理
事
長
。
今
回
の

車
椅
子
寄
贈
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た

壇
上
に
整
列
し
た
車
椅
子
。
そ
れ
ぞ
れ

に
日
本
友
愛
協
会
の
名
前
入
り
の
ス
テ

ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る

後
、
日
本
の
技
術
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
是
非
、
次
回
は
ベ
ト

ナ
ム
の
南
部
の
稲
作
現
場
を
日

本
の
農
業
関
係
者
と
と
も
に
視

察
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
領
土

問
題
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
に

基
づ
い
て
解
決
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
」
と
の
話
が
あ
り
、

今
後
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
い
う
事
で
合
意
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
友
愛
」
の
交

流
に
よ
る
日
越
の
絆
を
継
続
し

て
い
く
必
要
性
を
再
認
識
し
た

訪
越
に
な
り
ま
し
た
。

日本友愛協会のロゴマーク入りのステッカー。左のＹと右のＩが
Ｗ私たちを創り世界を創ると書かれている

写
真
三
面
に
つ
づ
く



平成２６年（２０１４年）１１月１０日 友　 愛（３） 第５３２号

７月４日から９月３０日まで、日本友愛協会国際交流事業の一環で来日し
たウィン･ナインさんとサン・マウンさんのお二人は、約三ヶ月の研修を終
え、無事帰国した。前回（第531号・９月号）でご紹介した研修内容に続き、
今号では当事者お二人の研修後の感想をご紹介したい。併せて二人が写した
写真をご紹介し、二人が深く興味を持った内容を感じていただきたい。
この報告書提出以後、次年度からの研修実施に備えて、ウィン･ナイン、

サン・マウンの両氏、通訳など多大な協力をいただいたミャットゥーさん
（駐日ビルマ学生連盟）、実施の糸口を作ってくださった山本一恵さんを交え、
改善点、考慮すべき課題などについて話し合いが行われた。
＊＊＊次年度の実施には活かせるよう、その検討内容を付記しました。
なお、掲載している写真はすべてウィン･ナインさんとサン・マウンさん

のお二人が撮影したもので、キャプションはその写真を基に話をされた内容
を要約して付してあります。

３か月の研修を終えて
Win Naing（ウィン・ナイン）さん感想
その１）この３か月間、みなさんがプログラムを遂行するため、努力し

てくださったと感じている。研修では、稲刈りや野菜の収穫などを実際に体
験した。加工工場を見学したり、さまざまな農業機械を目にすることもでき
た。農協を通さず、自分たちで生産から販売まで手掛けている農家の方とも
会い、どのような形で行っているのか聞くこともできた。農業に関するさま
ざまな研究をしている方や事業の担当者から、研究内容や仕事についての説
明を受け、意見交換する機会も数多く持った。言葉では表すことができない
ほど、貴重な経験をした。そして、とても励まされ、自分たちも頑張ろうと
いう気になった。
研修以外では、鎌倉、皇居などの観光地、新宿区内にある小学校の授業

や設備を見学する機会があったことも良かった。道路がきれいに整備されて
いることや、地下鉄の時間の正確さには驚いた。道に迷ったとき、わざわざ
目的地まで一緒についてきてくれた人もいて、日本人の親切さも感じた。す
べてにおいて、日本は制度が整っていると感じた。
滞在中、多くのビデオや写真をとったので、帰国したら、現地でそれを

見せ、自分たちでできそうなことは試してみようと思う。例えば、農業では、
狭い土地を無駄にすることなく、作物を栽培する方法や、牛糞を使った有機
肥料を自分たちで作ることなどだ。
また、経営者自ら従業員と同じように働くこと、働く時間と休憩する時

間をきちんと区別して、無駄な時間を使わないことなども現地で伝えたいと
考えている。環境保護の方法もとても参考になった。その点は、NLDの環
境保護部門にきちんと報告するつもりだ。
最後に、このプロジェクトを今後も続けていただけるなら、要望したい

ことがいくつかある。
米でも、野菜でも、苗を植えたり種をまいたりするところから収穫まで、

すべての過程が、自分自身の目でわかよるうな研修にしてほしい。野菜につ
いてなら、さまざまな野菜を栽培している十勝のホープランド、米なら新潟
で研修できればいいのではないか、と思った。
＊＊＊種蒔きから収穫までの研修は、米の場合六ヶ月以上を要し、短期

間のビザでは実現が難しい状況にある。野菜などの場合は、種蒔きから収穫

までの体験が可能と考えられるので、その実施の可能性を探り、実施してい
く。

………………………………………
その２）今回は、農業機械の仕組みを学んだが、できれば、修理の仕方

も学ぶことができればいいと思った。なぜなら、ミャンマーでは、日本から
機械を買ったとしても、修理する方法がわからないから、壊れてしまうとそ
れ以上使うことができないからだ。
研修が始まる前に、事前にどのような研修をするのか、計画についてき

ちんと知らせるようにもしてほしい。そして、農業について、本当に学びた
いという気持ちがある人を、時間をかけて選んでほしい。その上で、研修生
が事前に日本語を学べるようにも準備させてほしい。
＊＊＊言葉の問題は重要で、日常会話から農業の専門的な語句までと幅

も広い。今回の研修に当たって、ウィン･ナインさんとサン・マウンさんは
ミャンマーで短期間の日本語研修を受けての来日であった。その甲斐もあり
挨拶、自己紹介などは日本語で行うことが出来たため、初対面の硬さを和ら
げる効果は大きかった。しかし、短期間の日本語研修では、その程度が限度
だと思われ、日常会話を日本語で行うまでに至るにはかなりの期間を要する。
そこで、日本側の協力者にも意見をお伺いしたところ、英語で説明でき

る人材を確保することは可能性が高いため、むしろ英語を良く解する研修生
の派遣が望ましいのではないかということになった。
短期間で日本語を駆使することは難しく、むしろ英語に堪能な人材を派

遣してほしいとの要望を出す方が、双方にとって効率がよいのではないだろ
うか。これは今後のNLDの課題としても考えていただきたい要素である。

San Maug(サン・マウン)さん感想
その１）栃木では、農家が集まって国から土地を借りて稲をつくってい

た。そういうやり方は、非常に勉強になった。
しかし研修というより、労働しているという場所があった。米や果物を

使った加工工場などを見学したけれど、それよりも、専門家や農家との意見
交換及び今のミャンマーの農業に直接、役に立つことを学ぶ機会が多くあれ
ばいいと感じた。
＊＊＊「研修というより労働だった箇所もある」と思われたことは、双

方の理解の違いもあった為と思われる。しかしながら、労働と感じる状況を
提供することは、原則的に望ましいものではないので、次回以降受け入れ側
の状況をしっかり把握する必要があるとの認識に立った。

………………………………………
その２）そういう意味では、新潟での研修は非常に役に立ったと思う。

説明を受けたり、質問するには、日本語を理解していたほうがいいと感じた。
今後、研修する人は、事前に日本語を学習してきたほうがいいと思う。学ん
だことを実践するために、現地でも、サポートしてくれるような方法がある
といいと思った。
＊＊＊いずれの項目においても、本事業は今年度が始めての実施であり、

次年度からの継続実施に備え総花的な研修内容となった。その点からは、要
望が絞られた感があり今回の研修実施は有効であったといえる。
また、今回のプロジェクト実施に当たり、多くの方々、団体のご協力を

得たことをご報告したい。ご協力いただいた方々に、厚く御礼申し上げます。

ジ
ョ
セ
フ
・
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
も
馬
頭
琴

演
奏
に
挑
戦
。
さ
す
が
音
楽
家
、
す
ぐ

に
綺
麗
な
音
色
を
奏
で
た

き
れ
い
に
包
装
さ
れ
並
べ
ら
れ
た
野

菜
。
一
つ
一
つ
が
丁
寧
だ
と
感
想
を
。

野
菜
は
価
格
が
高
い
と
感
じ
た
そ
う
だ

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
国
後
、
早
速
Ｎ
Ｌ
Ｄ

に
報
告
に
。
友
愛
協
会
作
成
の
写
真
集
、

各
人
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た

ウ
ル
グ
ン
さ
ん
の
伴
奏
ピ
ア
ニ
ス
ト
井

出
徳
彦
さ
ん
（
右
）
二
人
は
び
っ
た
り

と
息
の
あ
っ
た
演
奏
を
披
露
し
た

初
め
て
の
体
験
、
子
牛
に
乳
を
与
え
た
。

酪
農
用
、
食
肉
用
の
牧
場
的
飼
育
は
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
か

水
ま
き
、
肥
料
散
布
な
ど
に
使
わ
れ
る

リ
モ
コ
ン
ヘ
リ
。
こ
の
様
な
機
器
ま
で

導
入
し
て
い
る
の
か
と
驚
い
て
い
た

早
速
馬
頭
琴
に
挑
戦
。
ウ
ル
グ
ン
さ
ん

の
説
明
に
一
生
懸
命
指
を
動
か
し
、
弦

を
操
る
。
そ
し
て
音
が
！

写
真
四
面
に
つ
づ
く



平成２６年（２０１４年）１１月１０日 友　 愛 （４）第５３２号

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

「
時
事
川
柳
研
究
会
」
会
長

―
攻
め
に
弱
い

デ
ン
グ
熱
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

日
本
地
図

―
決
勝
戦

錦
織
は
寝
不
足
欠
伸
連
れ
て
来

る
―
山
は
生
き
物

御
嶽
山
見
方
を
か
え
る
人
が
増

え
―
天
皇
家
か
ら

出
雲
か
ら
届
く
結
婚
宅
急
便

―
ノ
ー
と
イ
エ
ス

英
国
の
長
い
一
日
終
わ
り
告
げ

―
快
進
撃

逸
ノ
城
遊
牧
民
の
星
と
な
る

―
６
連
戦
Ｋ
Ｏ

具
志
堅
の
記
録
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ

◆
古
い
友
人
か
ら
魯
山
人
の

「
坐
邊
師
友
」
と
刻
字
を
戴
き

ま
し
た
。

吉
川
英
治
は
「
人
生
我
以
外
す

べ
て
師
な
り
」
と
い
う
言
葉
を

残
し
ま
し
た
が
、
魯
山
人
は

書
・
篆
刻
か
ら
日
本
料
理
を
究

め
、
や
が
て
料
理
は
器
で
引
き

立
つ
と
食
器
か
ら
陶
芸
、
漆
芸

へ
と
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
点

に
達
し
た
粋
人
で
あ
り
芸
術
家

で
し
た
。

こ
の
刻
字
は
、
古
い
も
の
に
も

そ
の
時
代
の
思
い
が
あ
り
、
五

感
に
訴
え
る
す
べ
て
の
も
の
は

わ
が
師
で
あ
り
友
、
と
い
う
蘊

蓄
の
あ
る
言
葉
で
、
ま
さ
に

「
目
か
ら
鱗
」。
常
に
初
心
に
返

る
銘
と
し
、
毎
日
刻
字
と
対
し

て
お
り
ま
す
。

（
Ｋ
）

◆
十
月
半
ば
、
か
な
り
遅
い
夏

休
み
を
戴
き
、
何
故
か
パ
リ
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
気
心
知
れ

た
仲
間
同
志
と
い
っ
た
雰
囲
気

の
旅
で
、
秋
の
パ
リ
を
堪
能
し

ま
し
た
。
同
行
の
Ｙ
さ
ん
に
引

か
れ
て
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル

参
り
と
相
成
り
、
世
界
遺
産
を

訪
問
。
金
比
羅
さ
ん
よ
り
き
つ

い
階
段
に
歳
を
感
じ
「
歩
く
」

を
決
意
。
そ
ん
な
教
会
の
礼
拝

堂
に
は
、
祈
り
を
捧
げ
る
多
く

の
方
が
。
現
在
も
本
当
に
聖
地

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
か

つ
て
は
遺
書
を
書
い
て
詣
で
た

と
い
う
こ
と
を
後
に
知
り
、
頷

く
こ
と
し
き
り
。
私
は
と
い
え

ば
、
門
前
の
店
の
有
名
な
オ
ム

レ
ツ
に
舌
鼓
を
打
ち
、
充
分
満

足
。
馬
に
は
乗
っ
て
見
よ
、
人

に
は
添
う
て
見
よ
を
実
感
し
ま

し
た
。
Ｙ
さ
ん
に
感
謝
、
感
謝
。

そ
し
て
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ

っ
た
Ｉ
さ
ん
に
、
心
よ
り
の
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
も
）

今
月
の
友
愛
ほ
ん
だ
な
は
、

書
評
で
は
な
く
、
ご
紹
介
に
徹

し
ま
し
た
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
が
設
立
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
研
究
所
」
が
発
行
し
た

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
東
ア
ジ
ア
協

同
体
と
沖
縄
の
未
来
』
で
す
。

各
著
者
毎
に
章
立
て
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
・
著
者
・
著
者
略
歴
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
文

か
ら
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の

言
葉
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

「
友
愛
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
発
刊

に
あ
た
っ
て

歴
史
は
、
人
類
発
展
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
戦
争
」
で
は
な
く

「
協
調
」
で
あ
る
こ
と
を
私
た

ち
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
大

の
教
訓
に
忠
実
で
あ
る
の
か
ど

う
か
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な

い
日
本
の
現
状
を
、
首
相
経
験

者
と
し
て
深
く
憂
慮
し
て
い

る
。私

は
二
十
六
年
間
の
議
員
生

活
を
引
退
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
東
ア

ジ
ア
共
同
体
研
究
所
（
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｉ
）
を
設
立
し
、
首
相
在
任
中

に
提
唱
し
な
が
ら
果
た
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」
の
実
現
と
、
そ
れ
を

通
じ
て
「
友
愛
の
精
神
」
に
基

づ
く
世
界
平
和
の
達
成
に
残
り

の
人
生
を
捧
げ
る
こ
と
を
決
意

し
た
。

私
は
「
友
愛
」
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
理

念
と
信
じ
て
い
る
。「
友
愛
」

と
は
自
分
自
身
の
尊
厳
と
自
由

を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
相
手

の
尊
厳
と
自
由
を
も
尊
重
す
る

考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
と

人
の
間
だ
け
で
な
く
、
国
と
国
、

地
域
と
地
域
、
さ
ら
に
人
と
自

然
と
の
間
で
も
成
り
立
つ
考
え

方
で
あ
る
。（
中
略
）

研
究
所
の
設
立
以
降
、
週
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
各
界
の
有
識

者
を
お
招
き
し
、
収
録
し
た
対

話
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
放
映

し
て
い
る
（
Ｕ
Ｉ
チ
ャ
ン
ネ

ル
）。
示
唆
に
富
む
様
々
な
議

論
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
テ
ー
マ
毎
に
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
と
い
う
形
で
ま
と
め
る
こ

と
に
し
た
。
放
送
時
の
内
容
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
登
場

さ
れ
た
方
々
の
協
力
を
得
て
適

宜
編
集
を
加
え
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
と
書
籍
と
両

方
で
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。（
後
略
）

沖
縄
を
平
和
の
要
石
に

鳩
山
友
紀
夫
（
由
紀
夫
）

（
は
と
や
ま
・
ゆ
き
お
）

一
九
四
七
年
東
京
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学
部
計
数
工
学
科

卒
業
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

工
学
部
博
士
課
程
修
了
。
一
九

八
六
年
、
総
選
挙
で
、
旧
北
海

道
４
区
（
現
９
区
）
か
ら
出
馬
、

初
当
選
。
一
九
九
六
年
、
鳩
山

邦
夫
氏
ら
と
と
も
に
民
主
党
を

結
党
し
、
菅
直
人
氏
と
も
に
代

表
就
任
。
第
45
回
衆
議
院
議
員

選
挙
後
、
民
主
党
政
権
初
の
第

93
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。

二
〇
一
三
年
三
月
、
一
般
財
団

法
人
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所

を
設
立
、
理
事
長
に
就
任
。

東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
中
で
琉
球

沖
縄
を
考
え
る

進
藤
　
榮
一

（
し
ん
ど
う
・
え
い
い
ち
）

一
九
三
九
年
北
海
道
帯
広
市

生
ま
れ
。
京
都
大
学
法
学
部
卒

業
。
京
大
大
学
院
法
学
研
究
科

修
士
課
程
、
同
博
士
課
程
修
了
。

法
学
博
士
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ

外
交
、
国
際
公
共
政
策
。
筑
波

大
学
名
誉
教
授
、
国
際
ア
ジ
ア

共
同
体
学
会
会
長
、
東
ア
ジ
ア

共
同
体
評
議
会
副
議
長
、
国
連

N
G
O
/D
EV
N
ET

東
京
・
理
事
。

訪
米
で
見
え
て
き
た
普
天
間
移

設
の
課
題
　

稲
嶺
　
進

（
い
な
み
ね
・
す
す
む
）

一
九
四
五
年
沖
縄
県
名
護
市
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別
）

＊
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
少
し
小
さ
い
の
で
見
に
く

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
雛
鳥

（
左
）
に
餌
（
ト
ン
ボ
）
を
や

る
親
鳥
（
右
）
の
図
で
す
。

雛
鳥
は
親
鳥
よ
り
は
る
か
に

大
き
く
、
実
は
こ
れ
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
雛
。
餌
を
や
っ
て
い
る
の

は
ウ
グ
イ
ス
で
す
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
習
性
と
し
て

自
分
の
巣
は
持
た
ず
、
他
の
鳥

の
巣
に
卵
を
産
み
、
孵
化
も
育

て
る
の
も
他
の
鳥
に
任
せ
ま

す
。
時
に
は
大
き
く
な
っ
た
ホ

ト
ト
ギ
ス
の
雛
が
、
本
来
の
巣

の
持
ち
主
（
ウ
グ
イ
ス
な
ど
）

の
雛
を
押
し
や
り
、
巣
の
外
に

追
い
出
す
ま
で
に
至
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
ウ
グ
イ
ス
は
、
巣
立

ち
ま
で
育
て
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、「
友
愛
国
際

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
受
賞
候

補
に
挙
が
っ
た
作
品
で
す
。

中
国
側
審
査
員
と
日
本
側
審

査
員
で
は
、
作
品
の
鑑
賞
点
が

ず
い
ぶ
ん
と
違
う
の
で
す
。

自
分
の
子
を
人
任
せ
に
す
る

狡
い
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
問
題
だ
と

い
う
意
見
と
、
他
人
の
子
で
あ

り
な
が
ら
育
て
る
ウ
グ
イ
ス
の

健
気
さ
に
注
目
す
る
意
見
と
、

こ
の
視
点
の
違
い
か
ら
の
是
非

論
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ト
ト
ギ

ス
は
、
正
岡
子
規
の
俳
句
結
社
、

徳
富
蘆
花
の
小
説
の
題
名
、
織

田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家

康
の
性
格
の
違
い
を
表
し
た

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
句
な
ど
、

日
本
で
は
馴
染
み
も
あ
り
特
に

問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
中

国
で
は
ど
う
も
「
狡
い
、
無
責

任
」
が
そ
の
印
象
の
よ
う
で
す
。

文
化
の
違
い
を
目
の
当
た
り

に
し
、
担
当
者
同
士
お
互
い
に

感
心
し
た
り
、
大
笑
い
し
た
り
、

正
に
「
国
際
文
化
交
流
」
と
は

か
く
な
る
も
の
か
と
、
そ
の
意

義
深
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
。
一
九
七
一
年
琉
球
大

学
法
文
学
部
卒
業
後
、
沖
縄
県

名
護
市
役
所
入
庁
。
二
〇
一
〇

年
一
月
の
名
護
市
長
選
挙
に

「
普
天
間
飛
行
場
県
内
移
設
反

対
」
を
公
約
に
掲
げ
て
出
馬
し
、

初
当
選
。
二
〇
一
四
年
の
同
市

長
選
挙
で
も
再
選
し
、
現
在
二

期
目
。

安
倍
政
権
下
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か

高
野
　
孟

（
た
か
の
・
は
じ
め
）

一
九
四
四
年
東
京
生
ま
れ
。

一
九
六
八
年
早
稲
田
大
学
文
学

部
西
洋
哲
学
科
卒
業
後
、
通
信

社
、
広
告
会
社
に
勤
務
。
一
九

七
五
年
か
ら
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
な
る
と
同
時
に
情
報

誌
『
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
』
の
創
刊

に
参
加
、
一
九
八
〇
年
に
㈱
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
を
設
立
し
、
代
表

兼
編
集
長
に
。
二
〇
〇
二
年
に

早
稲
田
大
学
客
員
教
授
に
就

任
、「
大
隈
塾
」
を
担
当
。
二

〇
〇
七
年
に
サ
イ
バ
ー
大
学
客

員
教
授
も
兼
任
。

集
団
的
自
衛
権
の
本
当
の
狙
い

孫
崎
　
享

（
ま
ご
さ
き
・
う
け
る
）

一
九
四
三
年
満
州
国
鞍
山
生

ま
れ
。
一
九
六
六
年
東
京
大
学

法
学
部
中
退
、
外
務
省
入
省
。

英
国
、
ソ
連
、
米
国
、
イ
ラ
ク
、

カ
ナ
ダ
勤
務
を
経
て，

駐
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
、
国
際
情
報

局
長
、
駐
イ
ラ
ン
大
使
を
歴
任
。

『
戦
後
史
の
正
体
』（
創
元
社
）

が
話
題
に
な
り
二
十
万
部
超
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

＊
す
べ
て
本
書
掲
載
よ
り
抜
粋

見
事
に
揃
っ
た
稲
穂
に
感
激
。
作
付
け

の
効
率
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「
同
じ
高

さ
に
育
っ
て
い
る
」
と
驚
い
て
い
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
簡
易
温
室
）
の
作

り
方
。
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
き
れ
い
で

商
品
価
値
の
高
い
野
菜
を
作
り
た
い
と

野
菜
の
苗
を
作
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
内
部
。
苗
を
作
り
植
え
る
と
い

う
作
業
に
驚
き
、
感
心
し
て
い
た


